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船が優先？ 藻場が優先？





野島モニタリング（毎月）





東京湾内湾では30年ぶりにアオリイカが産卵



八景島シーパラのアマモ（ふれあいラグーン）
珍しいものだけを見せていた水族館が変わっていった。



商業施設とも連携：三井アウトレットモール横浜ベイサイドでの
きれいな海の絵コンテスト



横浜市漁業協同組合の協力による試食会
（アマモ播種イベント）
漁師との連携は最も重要



神奈川県によるアマモ場へのマダイ稚魚放流
漁業者だけではなく釣り人との連携も可能になる



海の公園種まき（１１月）

湾岸の企業の社員の方々

生物多様性？



天皇皇后両陛下からアマモの苗のお手渡し

2011年両陛下とアマモについて懇談の場を頂いた



神奈川県知事も参加：アマモ移植会（５月）



生物多様性？









英語でのスピーチ
アマモ場の重要性をうったえる
国際レゴ大会で世界第3位に！



アマモ場再生をする各国の子どもたちと国際交流
インターネットのＴＶ回線の活用：ＩＴ



アマモの歌ができた：音楽やマスゲームの中で利用



写真絵本の作成：初版5000部は一カ月で完売！



アマモの生物の生態的特長を読み札に
作成委員会の委員長は小学校5年生
その子がつまんないとか、わかんないと言った文は全て却下

全ての教科の中に、存在させられる環境活動
それが参加する人間の多様度を増していく。



小学生がアマモの種を携え、関東地方整備局に政策提言
永く活動を繋ぎ、成果を得るためには、主役を子どもたちにすることが必要
50年後、100年後の世界を見据えることが重要



神事の復活：
ここまで来てやと本物になったか

人間の多様性：ハゲと白髪とメタボ
今年は若者にやらせたい！



神輿の蕨手に揺れるアマモ







自然再生

自然再生

食の地産地消によるCO2（輸
送部門）の削減、安全安心

海の森によるCO2削減

魚介類の再生

自然体験
環境活動実践

地産地消市
（江戸前市）

マリーナ利用 ショップ利用

漁業者

住民住民

住 民住 民

顧
客

ユ
ー
ザ
ー

教育・社会貢献・コミュニティ形成

自然再生活動

自然再生場の活用 エコ商品/リサイクル活動

マリーナ利用の魅力増

魚の料理教室など

集客の相乗効果
ユーザーと漁業者の
ネットワーク

住民と漁業者のネッ
トワーク

住民・市民
ネットワーク

作成：鈴木覚（海辺つくり研究会）



韓国では干潟の泥は美容に良いと言われている。
固定概念で考えないことの重要性
流域人口３０００万人とおりの、やりかたがあるはず



江戸前の魚を食べて東京湾をきれいにしよう
食とつなげると分かりやすい

腸内微生物の多様度が下がり、健康被害も









江戸前の魚料理

調理：西原佳江さん





















伝えることの大切さ！
そして９８０００人参加のイベントへ！

東京湾大感謝祭の開催
2017年は、10月20日から22日の日程で開催しました！
伝えることも重要です。
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